
11 広報ながはま　2019年４月１日 広報ながはま　2019年４月１日 10

■問
税
務
課(�☎�
６
５
ー
６
５
２
３)

学
生
で
本
人
の
前
年
中
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
左
記
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
　
　
象
】
大
学(

大
学
院
）
、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
に
在
籍

し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

【
申
請
窓
口
】
保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉
、
北
部
振
興
局

福
祉
生
活
課
、
各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務
所

【
持

ち

物
】
学
生
証
ま
た
は
在
学 

証
明
書
、
印
鑑

固
定
資
産
税
評
価
額
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す

■問
選
挙
管
理
委
員
会(�☎�
６
５
ー
６
５
０
３)

４
月
７
日(

日)

は

滋
賀
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

【
投
票
日
】
４
月
７
日(

日)

【
投
票
時
間
】
７
時
〜
20
時

※
一
部
時
間
を
繰
り
上
げ
る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
。

〇
当
日
投
票
に
い
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う

投
票
所
入
場
券
に
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
を
印
刷
し
て
い
ま

す
。
期
日
前
投
票
を
す
る
際
に
は
、
事
前
に
記
入
し
て
お
持
ち
い

た
だ
く
と
、
手
続
が
早
く
済
み
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

次
の
自
治
会
の
人
は
、
投
票

所
が
前
回(

市
議
選)

と
異
な
り

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
確
認

し
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
額
を
算
出
す
る
も
と
と
な
る
平
成
31
年

度
固
定
資
産
評
価
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
た
に
決
定
し
た
の
は
、
昨
年
中
に
地
価
が
下
落
し

た
宅
地
や
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
土
地
、
完
成
し

た
新
増
築
家
屋
な
ど
で
す
。

市
内
す
べ
て
の
固
定
資
産
の
平
成
31
年
度
固
定
資
産

評
価
額
を
記
載
し
た
土
地
と
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
を
無
料

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
期
　
間
】
４
月
１
日(

月)

〜
５
月
31
日(

金)

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　

※
土
日
祝
日
を
除
く
。(

木
曜
日
は
19
時
ま
で)

【
場
　
所
】
税
務
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉
、
北
部
振
興
局
福
祉

生
活
課

【
縦
覧
で
き
る
人
】

〇
市
の
固
定
資
産
税
納
税
者

〇
納
税
者
と
同
一
世
帯
の
人

〇
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た
人(

委
任
状
が
必
要)

【
持
ち
物
】
本
人
確
認
で
き
る
も
の(

運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
等)

※
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
縦
覧
帳
簿
の
み
、
家
屋
の

納
税
者
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
の
み
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

※
ご
自
身
の
資
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
て
い
る
内
容

は
、
５
月
中
旬
に
送
付
す
る
課
税
明
細
で
も
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日(

４
か
月)

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

(

死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
人
を
含
み
ま
す
。)

【
対
　
象
】「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
出
産
日
が
平
成

31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

【
届
出
先
】
保
険
医
療
課〈
本
庁
舎
１
階
〉
、
北
部
振
興
局

福
祉
生
活
課
、
各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務
所

【
持
ち
物
】
母
子
健
康
手
帳

■問
子
育
て
支
援
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
４)

こ
ど
も
ら
ん
ど
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
移
転
改
修
工
事
に
伴
い

浅
井
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

一
時
休
止
し
ま
す

こ
ど
も
ら
ん
ど
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
伴

い
、
浅
井
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
左
記
期
間
、
施
設

の
利
用
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
利
用
休
止
期
間
】

５
月
１
日(

水)

〜
９
月
30
日(

月)

■問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

(�☎�
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４)

■問
彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

(�☎�
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
６)

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

年
金
受
給
者
の
所
在
が
一
か
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
場

合
、そ
の
世
帯
の
世
帯
員
の
人
は
、速
や
か
に
所
在
不
明
に
つ

い
て
の
届
出
を
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

お
届
け
い
た
だ
い
た
後
、調
査
を
実
施
し
、受
給
権
者
の
所

在
が
不
明
な
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
を
一
時
中
止
し
ま
す
。

ま
た
、
年
金
受
給
者
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、

年
金
受
け
取
り
を
再
開
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」(

☎
０
５
７
０
―
０
５

―
１
１
６
５)

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

彦
根
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
６

彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

☎
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４

年
金
受
給
者
の
所
在
不
明
届
に
つ
い
て

■問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

(�☎�
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４)

平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
６
，
４
１
０

円
で
す
。

保
険
料
は
前
納
に
よ
る
納
付
が
お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
で
は
、
最
大
２
年(

平
成
31
年

４
月
か
ら
平
成
33
年
３
月
ま
で)

の
前
納
が
で
き
、
割
引
額

は
１
４
，
５
２
０
円
で
す
。
申
請
の
時
期
に
よ
り
、
前
納
で

き
る
期
間
や
割
引
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
２
年
前
納
を
ご
希
望
の
人
は
４
月
中
旬
ま
で
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
、
平
成
31
年
４

月
分
か
ら
の
２
年
前
納
お
よ
び
１
年
前
納
は
、
２
月
末
で

受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】
保
険
医
療
課〈
本
庁
舎
１
階
〉
、
北
部
振
興
局

福
祉
生
活
課
、
各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務
所

【
持
ち
物
】
年
金
手
帳

平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

前
納
制
度

■問
開
発
建
築
指
導
課(�☎�
６
５
ー
６
９
０
３)

■問
観
光
振
興
課(�☎�
６
５
ー
６
５
２
１)

都
市
計
画
法
第
34
条
図
面
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

４
月
１
日(

月)

か
ら
、
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号
・
第

12
号
に
基
づ
き
市
が
条
例
で
指
定
す
る
区
域
の
図
面
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
指
定
区
域
と
は

市
街
化
調
整
区
域
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
一
戸
建
住
宅
の
建

築
が
可
能
な
区
域
で
す
。
な
お
、
建

築
に
あ
た
っ
て
は
都
市
計
画
法
の
許

可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対象自治会 変更後の投票所

東上坂、春近、堀部、保多、垣籠 北郷里まちづくりセンター
(多目的ホールＢ)

今川、日の出、加納、加納新、
南田附東、七条新、新栄(一部)

南郷里まちづくりセンター
(多目的ホール)

南高田、東高田、地福寺、柳、三和 市民交流センター
(ふれあいホール)

唐国、月ヶ瀬 唐国会館
柿ノ木、長田 柿ノ木集会所

【変更となる投票所】

▲ホームページ
※4月1日から閲覧可能

■問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

(�☎�
０
７
４
９
―
２
３
―
１
１
１
４)

美
し
い
観
光
地
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

歴
史
、
水
辺
、
緑
、
芸
術
等
を
活
か
し
た
美
し
い
景
観
を
つ

く
り
、
観
光
誘
客
の
効
果
を
高
め
る
事
業
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
４
月
４
日(

木)

〜
18
日(

木)

【
対
象
事
業
】
美
し
い
観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業

(

補
助
率
１
／
２
、
補
助
限
度
額
２
０
０
万
円)

※
応
募
多
数
の
場
合
は
補
助
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
農
業
振
興
課(�☎�
６
５
ー
６
５
２
２)

農
繁
期
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

本
格
的
な
農
繁
期
を
迎
え
、
市
内
の
広
い
範
囲
で
田
起
こ

し
や
田
植
え
な
ど
の
農
作
業
が
集
中
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

農
繁
期
に
は
一
般
車
両
の
農
道
の
通
行
は
控
え
る
な

ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
農
業
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ゆ
と
り
を
も
っ
て
安
全
な
農
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

農
業
機
械
を
使
用
す
る
頻
度
が
増
え
、
農
作
業
事
故
発

生
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

道
路
に
落
ち
た
土
や
泥
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う

道
路
に
落
ち
た
土(

泥)

で
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
り
、
乾

く
と
土
ぼ
こ
り
を
舞
い
上
げ
視
界
を
悪
化
さ
せ
る
な
ど
、

交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
速
や
か

に
除
去
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
排
水
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

代
か
き
か
ら
田
植
え
期
に
お
け
る
河
川
・
び
わ
湖
へ
の

濁
水
流
入
を
抑
え
る
た
め
、
肥
料
を
含
ん
だ
農
業
排
水
を

流
さ
な
い
よ
う
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。


